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1. 研究の名称  

健常者のクローン造血に対する網羅的解析 

 

2. 倫理審査と許可 

京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、研究機関の長

の許可を受けて実施しています。  

 

3. 研究機関の名称・研究責任者の氏名  

1） 他の研究機関と共同して研究を実施する場合は、共同研究機関の名称、研究責任者の所属・職位・

氏名 

国立研究開発法人国立がん研究センター研究所 腫瘍免疫研究分野  分野長 西川博嘉 

国立研究開発法人国立がん研究センター研究所 免疫ゲノム解析部門 部門長 小山正平 

東京大学先端科学技術研究センター                 教授 太田禎生 

シンクサイト株式会社                    上級研究員 能丸寛子 

 

4. 研究の目的・意義  

クローン造血の病態の詳細を解析することで、造血器腫瘍発症や進展の理解が深まり、将来的には予

後や再発の予測、適切な治療法の選択、あるいは新規の治療法の開発に貢献することが期待される。 

本研究では、先端的な遺伝子解析技術を駆使し、健常者に見られるクローン造血（遺伝子異常があって

クローンとして増殖しているが、血液がんでは無い状態）の分子病態を明らかとし、造血器腫瘍発症の病

態理解を深めることを目的とする。 

 

5. 研究実施期間  

研究機関の長の実施許可日から 2029 年 3 月 31 日まで 

 

6. 対象となる試料・情報の取得期間 

研究期間の長の実施許可日から 2029 年 3 月 31 日の間に、京都大学医学部附属病院 整形外科にて、変

形性股関節症や変形性脊椎症、あるいは骨折などにより骨の手術を受ける患者さん（診断が確定してい

る患者さん） 

 

7. 試料・情報の利用目的・利用方法  

クローン造血の病態解明を目的とします。 

骨髄や血液の細胞から DNA を抽出して全ゲノム・全エクソームあるいは標的遺伝子のシーケンスを行

い、クローン造血の有無と異常のある遺伝子を同定する。クローン造血陽性症例と陰性症例の試料や既

存の白血病細胞を用いて、単一細胞解析や遺伝子発現解析、エピゲノム解析、サイトカインなどの液性

因子の解析、細胞培養やマウスに移植しての解析、細胞形態の解析や免疫細胞の解析などを行い、遺伝

子異常を有する細胞がどのような性質を有しているか、どのような環境が重要なのか等を解析する。 

東京大学太田研究室およびシンクサイト株式会社では細胞の形態変化の解析を行い、国立研究開発法

人国立がん研究センター研究所 西川・小山研究室では免疫システムの解析を行う。 

これらの解析により、将来的には予後や再発の予測、適切な治療法の選択、あるいは新規の治療法の

開発に貢献することが期待される。 

 

8. 利用または提供する試料・情報の項目  

共同研究機関には細胞および細胞から抽出した核酸・解析したシーケンスデータを提供し、それらの

解析結果の提供を受ける。 

試料：骨髄、血液、口腔粘膜 

情報：体細胞変異情報、遺伝子発現情報、年齢、性別 

 

9. 利用または提供を開始する予定日 

研究機関の長の実施許可日より 
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10.当該研究を実施する全ての共同研究機関の名称および研究責任者の職名・氏名  

研究者の所属 職名 氏名 

国立研究開発法人国立がん研究センター研究所 腫瘍免

疫研究分野 

分野長 西川博嘉 

国立研究開発法人国立がん研究センター研究所 免疫ゲ

ノム解析部門 

部門長 小山正平 

国立大学法人東京大学 先端科学技術研究センター 教授 太田禎生 

シンクサイト株式会社 上級研究員 能丸寛子 

 

11. 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名または名称  

小川 誠司 

所属、職名：京都大学医学研究科腫瘍生物学 教授 

 

12. 研究対象者またはその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別される試料・情報の利用または他の研

究機関への提供を停止すること及びその方法  

ご自身の試料・情報を研究に利用されたくない方は、連絡先までその旨お知らせ頂ければ、解析対象か

ら削除します。 

 

13. 他の研究対象者等の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内での研究に関する資料の入

手・閲覧する方法 

他の研究対象者等の個人情報及び知的財産に支障がない範囲で研究に関する資料の入手・閲覧が可能

です。希望される方は、問合せ窓口までお知らせください。 

 

14. 研究資金・利益相反  

1） 研究資金の種類および提供者 

・運営費交付金 

・省庁等の公的研究費 

 

2） 提供者と研究者との関係 

資金提供者の研究の企画、運営、解析、論文執筆に関与の有無 

運営費交付金及び公的研究費である［AMED（ムーンショット/慢性炎症の制御によるがん発症ゼロ

社会の実現）慢性炎症に伴う発がんにおける、がん起源細胞の同定とゲノム変異の系譜の解析、ゲ

ノム研究を創薬等出口に繋げる研究開発プログラム/大規模ゲノムデータと検体バンクを用いた

骨髄系腫瘍とクローン性造血の病態解明と新規診断・治療技術の創出)、科学研究費補助金（特別

推進）］により実施する。 

特定の企業からの資金提供を受けていない。 

資金提供者の意向が研究に影響することはない。 

 

3） 利益相反 

利益相反については、「京都大学利益相反ポリシー」、「京都大学利益相反マネジメント規程」に

従い、京都大学臨床研究利益相反審査委員会において適切に審査している。 

 

15. 研究対象者等からの相談への対応 

1） 研究課題ごとの相談窓口 

京都大学 大学院医学研究科 腫瘍生物学講座 

担当者：中川正宏 

電話：075-753-9285, e-mail：nakagawa.masahiro.4c@kyoto-u.ac.jp 

 

2） 各研究機関における相談等窓口 

京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口 

電話：075-751-4748, e-mail：ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 
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3)  遺伝カウンセリングに関する窓口（相談する場合のみ） 

京都大学医学部附属病院遺伝子診療部： 

中島健（臨床遺伝専門医）、和田敬仁（臨床遺伝専門医）、小川昌宣（臨床遺伝専門医）、 

山田重人（臨床遺伝専門医） 

 

16. 外国にある者に対して 試料・情報を提供する場合 

   外国にある者に対して資料・情報の提供なし 


